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七
月
十
九
日
（
日
）
の
全
体
例
会
は

歴
史
部
会
の
担
当
で
行
わ
れ
る
。 

伊
藤
博
文
は
周
知
の
通
り
、
岩
倉
使

節
団
の
若
き
副
使
で
あ
り
、
大
久
保

利
通
亡
き
あ
と
、
明
治
国
家
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
と
し
て
、
国
の
設
計
者
で

あ
り
建
築
者
で
あ
り
運
転
者
で
も

あ
っ
た
。
講
師
の
瀧
井
氏
は
い
う
、

「
し
か
し
、
そ
の
人
気
や
評
価
は
学

会
に
お
い
て
も
一
般
社
会
に
お
い

て
も
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
た
と
え

ば
司
馬
遼
太
郎
氏
は
『
伊
藤
に
は
政

治
家
と
し
て
の
哲
学
性
が
、
西
郷
や

木
戸
ほ
ど
に
は
無
か
っ
た
。
そ
の
ぶ

ん
だ
け
伊
藤
は
、
魅
力
と
い
う
ほ
ど

の
も
の
を
、
同
時
代
人
に
は
む
ろ
ん

の
こ
と
、
後
世
に
も
感
じ
さ
せ
る
と

こ
ろ
が
薄
い
』
と
書
い
て
い
る
」
。 

そ
れ
に
対
し
て
「
伊
藤
が
明
治
の
政

治
家
の
中
で
も
卓
越
し
た
哲
学
性
・

思
想
性
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
」
と
瀧
井
氏
は

述
べ
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
混
迷
を
深
め
る
今
日
の

政
治
の
あ
り
方
に
も
、
必
ず
や
貴
重

な
示
唆
を
あ
た
え
て
く
れ
る
こ
と

だ
と
思
う
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
る
。 

 
 

（
詳
細
は
八
頁
）  

谷
村
新
司
氏
の
「
語
る
会
」盛
会
！ 

 

四
月
二
十
八
日
の
全
体
例
会 

 
 

当
会
と
し
て
は
異
色
の
ゲ
ス
ト

を
迎
え
て
の
新
趣
向
の
例
会
は
、
四

月
二
十
八
日
夜
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
百
二
十

六
名
の
参
加
を
得
て
盛
会
の
う
ち

に
終
わ
っ
た
。
今
回
は
、
会
員
外
の

方
の
参
加
が
多
く
、
と
も
す
れ
ば

「
難
し
い
勉
強
会
？
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
れ
か
ね
な
い
当
会

の
新
し
い
展
開
を
予
感
さ
せ
た
。 

 
 

会
は
泉
三
郎
氏
（
当
会
理
事
長
）

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
な
っ
て
始

ま
り
、
「
昴
」
誕
生
の
秘
密
か
ら
、

生
い
立
ち
、
「
い
い
日
旅
立
ち
」
の

話
と
広
が
り
、
五
十
五
歳
の
時
の
リ

セ
ッ
ト
の
話
、
上
海
音
楽
学
院
か
ら

招
聘
の
経
験
、
そ
し
て
「
コ
コ
ロ
の

学
校
」
の
紹
介
と
ド
レ
ミ
の
話
、
そ

れ
か
ら
宇
宙
、
星
、
新
曲
「
マ
カ

リ
ー
」
へ
と
展
開
し
て
、
聴
衆
は
興

味
津
々
、

後
ま
で
倦
む
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
。 

 

な
お
、
中
国
で
人
気
の
谷
村
さ
ん

だ
け
に
「
人
民
日
報
」
の
記
者
が
取

材
に
来
て
お
り
、
日
本
語
版
の
「
日

中
新
聞
」
で
は
、
五
月
十
九
日
号
と

二
十
六
日
号
の
二
回
、
米
欧
亜
回
覧

の
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
谷
村
新
司

さ
ん
を
迎
え
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
」

と
し
て
写
真
入
り
で
大
々
的
に
報

道
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
） 

歴
史
部
会
、
人
物
に
フ
ォ
ー
カ
ス 

 
第
一
回
は
渋
沢
栄
一 

 
歴
史
部
会
で
は
昨
年
度
、
日
本
の

近
現
代
史
を
通
観
す
る
意
味
で
、
岩

波
新
書
の
「
近
現
代
史
シ
リ
ー
ズ
」

を
十
回
に
わ
た
っ
て
読
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
新
し
く
人
物
中

心
の
シ
リ
ー
ズ
で
近
代
史
を
学
ぼ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
第
一
回
は
、
六
月
十
五
日
、
渋
沢

栄
一
を
テ
ー
マ
に
渋
沢
健
氏
を
招

い
て
行
わ
れ
、
第
二
回
が
七
月
の
全

体
例
会
で
の
伊
藤
博
文
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 

（
第
一
回
の
報
告
は
五
頁
） 

第５５号 
発行 

特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会 
編集 

広報メディア委員会 

 

当
会
で
は
今
年
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
テ
ー
マ
に
新
年
会
を
行

い
、
引
き
続
き
そ
こ
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
て
勉
強
を
し
て
い
く
気

運
に
あ
る
。
そ
こ
で
感
じ
る
こ

と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
え

ば
高
福
祉
高
負
担
や
中
立
政
策

で
有
名
だ
が
、
な
に
よ
り
も
国

民
の
政
治
へ
の
信
頼
度
と
参
加

意
識
の
格
段
の
高
さ
で
あ
る
。

そ
の
象
徴
的
な
事
例
は
、
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
た
る
首
相

の
在
任
期
間
に
表
れ
て

い
る
。
過
去
二
十
年
間

に
日
本
の
首
相
は
十
三

人

も

変
わ

っ
た
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
相
は

僅
か
四
人
で
あ
る
。
忘

れ
な
い
た
め
に
列
記
す

れ
ば
、
宇
野
宗
佑
、
海

部
俊
樹
、
宮
沢
喜
一
、

細
川
護
煕､

羽
田
孜
、

村
山
富
市
、
橋
本
龍
太

郎
、
小
渕
恵
三
、
森
喜

朗
、
小
泉
純
一
郎
、
安

倍
晋
三
、
福
田
康
夫
、

麻
生
太
郎
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
小
泉
首
相
だ
け

が
五
年
在
位
し
た
の
で
、
残
り

十
五
年
間
に
十
二
人
の
首
相
が

誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
平
均

在
位
期
間
は
な
ん
と
一
年
二
ヶ

月
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
以
降
の
二

十
年
、
日
本
が
い
か
に
迷
走
し

て
き
た
か
の
証
明
で
あ
る
。 

 

一
方､

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

カ
ー
ル
ソ
ン
（
七
年
）
、
ビ
ル

ト
（
三

年
）
、
べ

ー

シ

ョ

ン

（
十
年
半
）
、
フ
ィ
ン
フ
ェ
ル

ト
（
す
で
に
三
年
半
）
の
四
人

で
、
平
均
在
位
期
間
は
六
年
に

な
る
。
し
か
も
、
就
任
時
の
年

齢
が
と
て
も
若
い
、
カ
ー
ル
ソ

ン 

五
十
二
才
、
ビ
ル
ト 

四

十
二
才
、
べ
ー
シ
ョ
ン 

四
十

七
才
、
フ
ィ
ン
フ
ェ
ル
ト 

四

十
一
才
で
あ
る
。
若
い
人
材
が

首
相
、
大
臣
の
地
位
に
つ
け

る
、
そ
れ
が
長
期
的
視
野
で

し
っ
か
り
し
た
政
治
を
す
る
。

そ
の
秘
密
は
何
か
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
政
党
制

で
あ
り
比
例
代
表
制
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
政

策
、
人
物
中
心
に
投
票

が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ

の
投
票
率
は
、
国
政
選

挙
で
長
年
八
十
％
～
九

十
％
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
。 

 

わ
が
国
も
、
若
い
人

材
が
政
治
の
中
枢
に
つ

け
て
、
じ
っ
く
り
長
期

的
に
広
い
視
野
で
政
治

を
行
え
る
体
制
を
整
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
国
の
命
運
を
左

右
す
る
。
い
き
あ
た
り
ば
っ
た

り
、
ば
ら
ま
き
政
策
、
目
先
だ

け
の
利
権
政
治
か
ら
、
い
か
に

し
て
訣
別
し
、
政
治
を
正
常
な

路
線
に
の
せ
る
か
、
こ
の
こ
と

を
わ
れ
わ
れ
は
真
剣
に
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
首
長
公
選

制
か
、
完
全
比
例
制
か
、
こ
の

と
こ
ろ
各
地
で
三
十
代
の
市
長

が
誕
生
し
て
い
る
、
そ
れ
は
民

意
の
表
れ
と
い
う
べ
き
か
。  

 

  

七
月
十
九
日
（
日
）
の
全
体
例
会
は
、 

     

瀧
井
一
博
氏
の
講
演 

 
 
 
 

「
伊
藤
博
文
の
考
え
た
国
の
か
た
ち
」 

 

 

日本の１３面相と 

スウェーデンの４つの顔   

泉 三郎 

谷村新二氏を迎え大盛況の総会第２部 
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平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
の
例

会
は
、
四
月
二
十
八
日
（
火
）
午

後
六
時
よ
り
内
幸
町
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
十
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。 

【
一
部
・総
会
】 

 

年
度
第
一
回
目
の
例
会
は
総
会

を
か
ね
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
開
会
に
先
立
ち
出
席
者
の
確

認
が
行
わ
れ
た
。
正
会
員
数
は
百

八
十
三
名
、
出
席
者
五
十
三
名
、

書
面
表
決
者
六
十
一
名
、
計
百
十

四
名
で
、
正
会
員
の
半
数
以
上
が

出
席
し
て
お
り
、
総
会
は
有
効
に

成
立
し
た
。 

 

ま
ず
議
長
に
泉
理
事
長
を
選

出
、
議
事
に
入
っ
た
。
議
題
及
び

審
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。 

■
議
題 

①
定
款
変
更
に
つ
い
て 

 

②
平
成
二
十
年
度
の
事
業
報
告
並

び
に
決
算
承
認
に
つ
い
て 

③
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て 

④
役
員
改
選
に
つ
い
て 

■
審
議
内
容 

①
事
務
所
を
東
京
都
文
京
区
小
日

向
二
丁
目
二
十
六
番
三
号
山
田
方

に
移
転
す
る
こ
と
及
び
会
費
を
五

千
円
円
よ
り
六
千
円
に
値
上
げ
す

る
こ
と
を
席
上
配
布
の
新
旧
対
照

表
に
よ
り
説
明
、
審
議
の
結
果
承

認
さ
れ
た
。 

②
資
料
に
よ
り
詳
細
説
明
、
審
議

の
結
果
承
認
さ
れ
た
。
（
下
表
・

活
動
報
告
以
外
の
決
算
書
類
、
予

算
書
等
総
会
配
布
資
料
は
別
刷
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
） 

③
役
員
人
事
は
昨
年
総
会
で
一
部

内
諾
を
得
て
い
た
が
、
今
般
、
登

記
を
す
る
に
当
た
り
再
度
確
認

し
、
以
下
の
と
お
り
承
認
さ
れ

た
。
重

任

理

事
（
四

名
）
泉

三

郎
、
藤
原
宣
夫
、
塚
本
弘
、
山
田

哲
司
、
重
任
監
事
（
一
名
）
岩
崎

洋
三
、
新
任
理
事
（
三
名
）
西
井

正
臣
、
石
垣
禎
信
、
近
藤
義
彦
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
山
田
哲
司 

【
二
部
・谷
村
新
司
の
「
宇
宙
・文
明
・ 

 
 

人
」
を
語
る
会
】 

 

全
体
例
会
は
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
た
新
た
な
趣
向
で
講
演
者
に

谷
村
新
司
氏
を
お
招
き
し
、
会
の

内
外
か
ら
百
二
十
六
名
が
集
ま
り

設
立
十
三
年
目
を
迎
え
た
節
目
の

年
に
ふ
さ
わ
し
く
華
や
か
に
行
わ

れ
た
。
谷
村
氏
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
か
ら
上
海
音
楽
学
院

の
教
授
に
就
任
し
、
昨
年
還
暦
を

迎
え
る
と
同
時
に
小
説
「
昴
」
を

出
版
し
、
こ
れ
ま
で
の
音
楽
人
生

に
音
返
し
を
し
よ
う
と
「
コ
コ
ロ

 

総
会
に
続
き
、
新
趣
向
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ 

 
 

谷
村
新
司
氏
の
「宇
宙
・文
明
・人
」を
語
る
会 

第５１回 

全体例会 

（平成20年年4月～平成21年年3月） 

全体例会 実記・英訳読む会 現未来部会 歴史部会
2008年 第47回例会（4/20)

NPO総会 第117回実記読む会（4/10） 「地球環境問題」 「銃を持つ民主主義」

NHKBS「世界から見たニッポン」 北日耳曼前記 塚本弘氏　（4/22） 日米関係と大統領選挙

（明治編）　　辻泰明氏 ★第59回英訳読む会（4/17） 松尾文夫氏（4/1）

第118回実記読む会（5/8） 近現代史シリーズ

北日耳曼、後記上・下二巻 「幕末・維新」

＊実記を読む会・番外編（5/27） 小野博正氏（5/19）

★第60回英訳読む会（5/15）

第119回実記読む会（6/12） 近現代史シリーズ

北日耳曼、後記上・下二巻 「民権と憲法」

★第61回英訳読む会（6/19） 大平忠氏（6/30）

第48回例会（7/12） 第120回実記読む会（7/10） （番外編）世界の江戸化

「岩倉使節団は明治日本に何を 以太利国ノ略説 「安全保障問題」 「エドナイゼーション」論

もたらしたのか」（出版記念講演） ★第62回英訳読む会（7/17） 永島脩一郎氏（7/23） 小野寺満憲氏（7/29）

泉三郎氏

第121回実記読む会（9/11） 近現代史シリーズ

「高田ゼミ」打ち合わせ 「市場原理主義を見直す」 「日清・日露戦争」

★第63回英訳読む会（9/18） 西井正臣氏　（9/24） 大森東亜氏（9/22）

第49回例会（10/18） 第122回実記読む会（10/9） 第49回例会企画 近現代史シリーズ

「地球温暖化への挑戦―政府・ ローマ市の記・上 「地球温暖化への挑戦―政府・企業・ 「満州事変から日中戦争へ」

企業・市民は何をすべきか」 ★第64回英訳読む会（10/23） 市民は何をすべきか」 藤原宣夫氏（10/21）

西岡秀三氏 西岡秀三氏

第123回実記読む会（11/13） 近現代史シリーズ

瑞士蘭山水ノ記 「アジア・太平洋戦争」

＊実記を読む会・番外編（11/26） 藤田實氏（11/18）

★第65回英訳読む会（11/20）

第124回実記読む会（12/11） 近現代史シリーズ

ナポリの記 「大正デモクラシー」

★第66回英訳読む会（12/18） 桑名正行氏

2009年 第50回例会（1/16） 第125回実記読む会（1/8）

「新年懇親例会」 芳野健二氏による報告

テーマ「スウェーデン」 ★第67回英訳読む会（1/15）

第126回実記読む会（2/12） 近現代史シリーズ

「ザビエルから漱石まで―日本と 「経済人から見た日本国憲法」 「高度成長」

西洋の出会い」吉野健二氏 高坂節三氏（2/25） 山田哲司氏（2/16）

★第68回英訳読む会（2/19）

　第116回実記読む会（3/13） 近現代史シリーズ

「久米邦武」をめぐって 「占領と改革｣

★第69回英訳読む会（3/19） 西井正臣氏（3/ 23)

3月

11月

12月

1月

2月

7月

8月

9月

10月

4月

5月

6月
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 の
学
校
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

を
作
っ
て
全
国
各
地
を
回
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
氏
自
身
の
志
の
高

さ
と
応
援
し
て
く
れ
た
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
す
る
心
、
日
本
社

会
に
明
る
い
未
来
を
育
て
よ
う
と

い
う
熱
意
が
表
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
志
、
熱
意
、
心
は
当
会
の
趣

旨
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
今

回
の
企
画
に
至
っ
た
。
そ
の
経
緯

つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
泉
代
表
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

続
い
て
泉
氏
が
聞
き
手
と
な
っ

て
谷
村
氏
の
心
の
世
界
を
探
り
あ

て
、
会
場
全
体
は
岩
倉
使
節
団
と

谷
村
ワ
ー
ル
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
包
ま
れ
参
加
者
全
員
を

魅
了
し
た
。
い
つ
も
な
ら
聞
け
な

い
本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
が
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
ユ
ニ
ー
ク
な
対
話
に

よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
よ
う
に
感

じ
る
。
男
性
優
位
の
社
会
は
縦
社

会
、
女
性
優
位
の
社
会
は
横
社

会
、
こ
の
縦
と
横
が
同
じ
長
さ
に

な
っ
た
時
に
地
球
は

も
よ
い
状

態
に
な
る
、
と
い
う
話
や
西
洋
も

東
洋
も
か
つ
て
は
渦
巻
き
模
様
の

文
化
が
あ
っ
た
と
い
う
話
、
そ
れ

ら
は
文
化
と
文
明
の
あ
り
方
を
再

考
す
る
契
機
を
与
え
て
く
れ
た
。

ま
た
、
人
間
の
体
と
音
感
、
人
間

の
体
は
音
に
反
応
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
音
は
宇
宙
に
ま
で

通
じ
て
い
る
と
い
う
話
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
交
響
曲
に
は
日
本
語
の
詩

が
の
ら
ず
、
三
拍
子
を
四
拍
子
に

す
る
こ
と
で
初
め
て
調
和
が
と
れ

る
と
い
う
話
は
、
改
め
て
感
性
と

感
性
の
響
き
合
い
の
素
晴
ら
し
さ

を
気
付
か
せ
て
く
れ
た
。
谷
村
新

司
氏
の
い
う
宇
宙
・
文
明
・
人
、

そ
の
和
合
に
は
「
心
」
あ
り
と
い

う
こ
と
は
、
国
境
を
越
え
て
人
々

が
往
来
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
時
代
に
お
い
て

も
大
切

な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
日

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
窺
え
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
感
動
を

胸
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
り
、

後

は
「
い
い
日
旅
立
ち
」
の
曲
と
と

も
に
閉
会
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
松
優
香 

 
 
 
 
 

（
写
真
）
橋
本
吉
信 

「米欧亜回覧の会」 平成２０年度（2008年度） 活動報告 

ＤＶＤを見る・聞く・語る会 総務部会・広報メディア委員会 関西支部 グローバル・ジャパン研究会

2008年 「日本発の世界平和構想を

　第1章「使節団の出発」 第43回例会（4/12） ―グローバルジャパンのための

JICA地球ひろば（4/12） 実記に基づき「比較宗教論」 具体的提案」

を議論 吹田尚一氏（4/18）

第2章「新しい国アメリカ、大陸横断の旅」

第3章「ワシントン滞在と東部回覧」 「集団的治療から個の治療へ」

聖心女子大学（5/11） 西井易穂氏　（5/17）

第4章「最盛期の大英帝国を往く」 ニュース51号（6/1） 「貪欲収奪文明から最適循環文明へ

第5章「英国の光と影」 広報メディア委員会設立(6/3) ―直観的提言」

JICA地球ひろば（6/14） 「米欧回覧実記」（全5巻）現代語訳・ 　　　　　　　泉三郎氏（6/21）

普及版（慶応義塾大学出版会）

第6章「麗都パリとフランスの底力」

第7章「新興ドイツと大国ロシヤそして 第2回広報メディア委員会（7/4） 第44回例会（7/12） 「憲法9条を世界の宝に」

小国の智恵」 安原和雄氏（7/14）

JICA地球ひろば（7/5）

「グローバルトヨタウェイ

第3回広報メディア委員会（8/4） ―ダイアレクティック・アプローチ」

石坂芳男氏（8/30）

第8章「西洋文明の源流イタリアそして

アルプスの国」 ニュース52号（9/5） 「世界に発信する日本文明の課題」

第9章「中東アジア植民地地帯回覧」 第4回広報メディア委員会（9/1） 永池榮吉氏（9/20）

JICA地球ひろば（9/13）

第5回広報メディア委員会（10/1） 第45回例会（10/18） 「日本美術から世界への発信」

塚田晴可氏（10/６）

ＤＶＤ上映会・第1回　 第1回から第7回までの「まとめ」

第6回広報メディア委員会（11/7） 「米国編」 および参加者全員で自由な

弥生会館（11/22） 意見交換（11/21）

ニュース53号（12/10）

第7回広報メディア委員会（12/4）

2009年 ＤＶＤ上映会・第2回　

　「英国・仏蘭西編」

弥生会館（1/24）

ニュース54 号（3/30） ＤＶＤ上映会・第3回 グローバル/デジタルＶＳローカル/

2006年国際シンポジウム報告書出版 「独逸、欧州諸国、亜細亜編」 アナログ」

（慶応義塾大学出版会） 弥生会館（3/7） 石垣禎信氏（3/16）

3月

11月

12月

1月

2月

7月

8月

9月

10月

4月

5月

6月

谷村氏と泉氏 

ＤＶＤ第１章の上映 
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■
第
九
回
読
書

会
『占

領

と

改

革
』
（
雨
宮
昭
一

著
） 

 

三
月
二
十
三

日
、
出
席
者
二

十
一
名
。
報
告

者
は
西
井
正
臣

氏
。 

 

読
書
会
に
先

立
ち
、
第
一
生

命
本
社
に
残
さ

れ
て
い
る
、
元

Ｇ
Ｈ
Ｑ
総
司
令
室
で
あ
る
マ
ッ
カ

サ
ー
の
執
務
室
を
見
学
し
た
。
石

坂
泰
三
氏
が
愛
用
し
た
部
屋
を
提

供
し
た
と
い
う
実
務
的
な
部
屋
を

見
て
、
す
っ
か
り
占
領
期
の
モ
ー

ド
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
西
井
氏

の
話
を
聞
い
た
。 

 

日
本
の
戦
後
改
革
の
原
点
は
、

総
力
戦
時
体
制
に
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
押
し
付
け
改
革
が
な
く
て
も
、

戦
後
改
革
は
実
現
し
た
と
い
う
著

者
・
雨
宮
氏
の
考
え
に
違
和
感
を

覚
え
た
と
い
う
西
井
氏
は
、
主
と

し
て
、
五
百
旗
頭
真
、
北
岡
伸

一
、
岡
崎
久
彦
、
中
村
正
則
、
保

坂
正
康
、
半
藤
一
利
氏
ら
の
文
献

に
よ
っ
て
、
日
本
の
敗
戦
か
ら
、

独
立
回
復
ま
で
の
歴
史
を
回
顧
し

た
。
そ
れ
は
、
詳
細
を
極
め
、
流

れ
る
よ
う
な
見
事
な
解
説
で
あ
っ

た
。
占
領
と
改
革
は
、
日
本
の
内

在
的
な
民
主
化
意
欲
と
、
占
領
軍

の
政
策
が
絡
み
合
っ
て
達
成
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
冷
戦
の
進
行
と
、

国
内
外
の
状
況
変
化
に
応
じ
て
い

く
ば
く
の
変
化
も
見
ら
れ
た
。 

 

敗
戦
は
日
本
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
体
験
で
、
そ
の
衝
撃
は
明
治

維
新
を
凌
ぐ
。
ア
メ
リ
カ
は
開
国

を
迫
り
、
日
本
の
近
代
化
を
助
け

日
露
戦
争
の
仲
介
も
し
た
が
、
つ

い
に
は
軍
国
主
義
日
本
を
開
戦
に

追
い
込
み
、
大
戦
で
徹
底
壊
滅
さ

せ
、
そ
し
て
、
再
び
占
領
政
策

で
、
日
本
を
再
生
さ
せ
た
。
マ
元

帥
と
吉
田
茂
の
組
み
合
わ
せ
が
、

天
皇
制
を
維
持
し
な
が
ら
の
占
領

改
革
を
可
能
に
し
、
そ
の
後
の
冷

戦
の
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本
の
対

米
依
存
、
軽
軍
備
、
経
済
至
上
主

義
の
基
本
路
線
が
確
立
し
た
。 

 

占
領
政
策
は
、
二
十
一
万
人
の

公
職
追
放
と
厳
し
い
検
閲
の
結

果
、
よ
か
れ
悪
し
か
れ
、
日
本
人

の
精
神
構
造
を
完
全
に
破
壊
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
戦
後
六
十
年

を
越
し
た
今
も
、
占
領
政
策
が
も

た
ら
し
た
基
本
路
線
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
後
問
わ
れ

る
の
は
、
日
本
国
、
日
本
人
と
し

て
、
現
実
の
世
界
情
勢
の
中
で
、

国
民
の
安
全
と
幸
福
を
い
か
に
し

て
確
保
で
き
る
の
か
、
日
本
の
強

み
と
弱
み
を
自
覚
し
た
上
で
、
経

済
至
上
主
義
に
代
わ
る
、
グ
ロ
ー

バ
ル
世
界
の
中
で
尊
敬
さ
れ
る
国

創
り
の
た
め
に
、
歴
史
、
伝
統
、

教
育
、
政
治
を
ど
う
見
直
し
、
構

想
す
る
か
で
あ
ろ
う
。 

■
第
十
回
読
書
会
『ポ
ス
ト
戦
後
社

会
』
（
吉
見
俊
哉
著
） 

 

四
月
二
十
日
、
参
加
者
十
六

名
。
報
告
者
は
永
冨
邦
雄
氏
。 

 

日
本
の
戦
後
は
、
ど
こ
か
ら
始

ま
る
か
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、

新
憲
法
発
効
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
発
効
の
諸
説
が
あ

る
。
そ
の
曖
昧
さ
が
現
在
に
至
る

ま
で
残
る
原
因
は
、
講
和
条
約
締

結
で
、
中
国
、
ソ
連
、
韓
国
が
除

か
れ
、
戦
争
責
任
を
引
き
ず
っ
て

き
た
こ
と
。
中
、
韓
の
自
国
内
問

題
の
処
理
・
緩
和
に
利
用
さ
れ
て

き
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
日
本
の
マ

ス
コ
ミ
に
も
、
責
任
の
一
端
は
あ

ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
冷
戦
が
一

九
八
九
年
ま
で
続
い
た
こ
と
。 

 

著
者
は
、
高
度
成
長
期
を
「
戦

後
」
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
現
在

ま
で
を
「
ポ
ス
ト
戦
後
社
会
」
と

位
置
づ
け
る
。
こ
の
時
代
、
思

想
、
価
値
観
、
政
治
、
経
済
、
金

融
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
世
界

は
一
体
化
を
深
め
て
き
た
。
同
時

に
そ
れ
は
、
高
度
成
長
の
夢
の
時

代
か
ら
、
幻
影
、
虚
構
の
時
代
へ

の
変
化
で
も
あ
っ
た
。 

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、

七
十
年
代
初
頭
の
為
替
の
変
動
相

場
制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
莫
大
な

金
融
マ
ネ
ー
の
越
境
的
流
通
か
ら

始
ま
っ
た
。
今
の
金
融
は
、
金

遊
、
金
幽
、
金
憂
の
極
み
に
あ
っ

て
将
来
の
方
向
性
が
見
え
て
こ
な

い
。
日
本
も
、
戦
後
、
ま
ず
ま
ず

の
成
功
を
収
め
て
き
た
が
、
官
僚

力
の
衰
退
、
政
治
家
の
構
想
力
不

足
が
問
わ
れ
て
久
し
い
。 

 

今
こ
そ
歴
史
に
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｅ
．
Ｈ
．
カ
ー
は
、

歴
史
を
学
ぶ
に
は
、
学
際
的
で
あ

る
べ
き
と
い
う
。
こ
れ
は
今
後
の

政
治
、
経
済
、
学
問
（
大
学
）
、

医
療
、
さ
ら
に
は
技
術
を
考
え
る

場
合
も
同
様
で
、
こ
れ
か
ら
は
専

門
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
、
学
際

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
歴
史
は
、
現
在
と
過
去

と
の
対
話
だ
と
い
う
。
我
々
は
、

歴
史
の
中
か
ら
未
来
へ
の
処
方
箋

を
見
つ
け
る
た
め
に
、
い
ま
歴
史

を
学
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

■
読
書
会
の
総
括
と
今
後 

 

五
月
二
十
五
日
、
歴
史
部
会
、

岩
波
新
書
・
近
現
代
史
シ
リ
ー
ズ

読
書
会
の
総
括
が
行
な
わ
れ
た
、

出
席
者
は
十
一
名
。 

 

幕
末
か
ら
現
在
ま
で
の
百
五
十

年
を
九
回
シ
リ
ー
ズ
で
追
い
、
さ

ら
に
一
回
は
、
江
戸
文
化
、
社
会

の
回
顧
も
行
っ
た
の
で
、
四
百
年

の
日
本
通
史
を
読
ん
で
き
た
こ
と

に
な
る
。
参
加
者
の
多
く
は
、
近

現
代
史
を
こ
れ
ほ
ど
纏
め
て
勉
強

す
る
機
会
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
リ
ポ
ー
タ
ー
を
持
ち
回
り

で
担
当
し
た
こ
と
も
あ
り
、
参
画

意
識
が
高
く
、
様
々
な
視
点
が
提

示
さ
れ
、
共
に
励
ま
さ
れ
な
が

ら
、
近
現
代
史
を
通
読
出
来
た
こ

と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
機
会
で

あ
っ
た
と
の
評
価
が
多
か
っ
た
。 

 

後
に
、
今
後
の
「
あ
る
べ
き

国
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。 

〔
①
世
界
秩
序
〕
共
生
を
念
頭

に
、
地
球
国
家
、
世
界
連
邦
を
国

連
の
延
長
線
上
で
構
築
す
べ
き
。 

〔
②
国
家
体
制
〕
北
欧
型
の
修
正

資
本
主
義
的
福
祉
国
家
像
や
共

生
、
共
和
的
民
主
主
義
に
向
か
う

べ
き
。 

〔
③
歴
史
的
潮
流
〕
グ
ロ
バ
ー
ル

で
且
つ
ロ
ー
カ
ル
文
化
を
大
切
に

し
、
国
民
の
生
活
の
質
の
向
上
を

重
視
し
、
安
定
成
長
（
均
衡
的
発

展
）
、
ま
た
は
低
成
長
も
い
と
わ

な
い
。 

〔
④
政
治
〕
拮
抗
す
る
二
大
政
党

制
へ
の
願
望
が
強
い
。
そ
し
て
、

低
生
活
保
障
や
、
ポ
ス
ト
資
本

主
義
へ
の
転
換
。
平
和
・
非
核
運

動
の
積
極
的
展
開
。 

〔
⑤
産
業
と
環
境
〕
環
境
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
知
識
、
文
化
産
業
、

省
エ
ネ
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
、
農
業
・

林
業
・
漁
業
の
自
給
率
改
善
政
策

な
ど
。 

〔
⑥
雇
用
形
態
〕
持
続
可
能
な
経

営
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
海

外
労
働
力
の
受
け
入
れ
な
ど
。 

〔
⑦
時
代
意
識
〕
地
球
人
意
識
、

知
足
、
自
然
主
義
、
座
視
の
時

ＧＨＱマッカーサー執務室見学（歴史部会） 

歴史部会報告

mi040031-9697@tba.t-com.ne.jp

連絡 小野 博正

歴史部会報告

mi040031-9697@tba.t-com.ne.jp

連絡 小野 博正
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 代
、
多
様
性
な
ど
。 

〔
⑧
家
族
・
地
域
〕
孤
独
を
回
避

す
る
た
め
に
、
擬
似
家
族
、
複
数

世
帯
家
族
化
、
複
合
家
族
、
な
ど

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
復
活
さ
せ
、
子
供
た
ち
の
教
育

も
連
帯
す
る
。 

 

以
上
、
参
加
戴
い
た
皆
様
の
ご

協
力
を
深
謝
す
る
。
な
お
新
年
度

は
、
人
物
を
中
心
に
追
う
講
演
会

を
主
体
に
進
め
た
い
、
引
き
続
き

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

す
る
。 

■
講
演
会 

 

六
月
十
五
日
、
渋
沢
健
氏
（
渋

沢
栄
一
の
曾
曾
孫
、
コ
モ
ン
ズ
投

信
会
長
）
を
講
師
に
迎
え
、
「
渋

沢
栄
一
『
論
語
と
算
盤
』
の
現
在

的
意
義
に
つ
い
て
―
新
し
い
資
本

主
義
の
ゆ
く
え
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者

は
二
十
名
。 

 

渋
沢
栄
一
は
、
縁
あ
っ
て
、
将

軍
に
な
る
前
の
一
橋
慶
喜
に
仕
え

て
心
酔
し
、
慶
喜
の
弟
、
昭
武
の

遣
欧
使
節
団
に
加
わ
っ
た
。
帰
国

後
、
一
介
の
静
岡
藩
主
と
な
っ
て

い
た
慶
喜
の
推
奨
も
あ
っ
て
、
新

政
府
の
大
蔵
省
に
招
聘
さ
れ
国
税

の
基
礎
を
創
る
。
そ
の
後
、
第
一

国
立
銀
行
を
創
設
、
国
の
繁
栄
の

基
本
は
民
業
の
育
成
に
あ
り
と
、

生
涯
に
四
百
七
十
六
社
の
企
業
の

創
設
・
経
営
に
関
わ
っ
た
。 

 

「
論
語
と
算
盤
」
に
見
ら
れ
る
経

営
訓
は
、
正
し
い
道
理
の
あ
る
富

で
な
け
れ
ば
、
そ
の
富
は
完
全
に

永
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
事

業
は
個
人
と
共
に
、
国
家
社
会
も

利
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
、
智
・
情
・
意
の
揃
っ
た

常
識
あ
る
経
営
、
経
済
道
徳
合
一

主
義
を
生
涯
か
け
て
実
践
し
た
。

数
々
の
慈
善
事
業
に
も
係
わ
り
、

東
京
養
育
院
に
は
、
九
十
一
歳
で

死
ぬ
ま
で
関
与
し
た
。 

 

現
在
、
お
り
し
も
世
界
経
済
は

危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
の
渋

沢
栄
一
の
経
営
理
念
が
、
い
ま
見

直
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
講
師
の
健
氏
は
、
今
後
目
指
す

べ
き
、
新
し
い
資
本
主
義
の
あ
り

方
と
し
て
「
生
命
論
的
資
本
主

義
」
を
提
唱
す
る
。
企
業
も
一
つ

の
生
命
体
と
考
え
る
と
、
三
十

年
、
五
十
年
の
ス
パ
ン
で
経
営
を

考
え
る
こ
と
が
、
国
、
社
会
、
そ

こ
に
働
く
従
業
員
、
ひ
い
て
は
株

主
や
、
消
費
者
の
た
め
に
も
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
企
業
文
化
、
環

境
適
応
能
力
、
持
続
可
能
な
経
営

力
、
時
宜
を
得
た
海
外
展
開
や
ブ

ラ
ン
ド
創
造
力
を
見
る
目
を
養

い
、
そ
う
い
う
会
社
に
、
長
い
目

で
投
資
す
る
賢
い
、
プ
チ
投
資
家

の
出
現
が
、
日
本
を
元
気
に
す
る

の
で
は
な
い
か
。
日
本
の
企
業

は
、
沢

山

の

発

展

す

る

萌

芽

（
シ
ー
ズ
）
を
持
ち
な
が
ら
、
そ

れ
を
前
向
き
に
育
て
る
プ
ロ
セ
ス

の
面
に
弱
点
が
あ
る
。
明
治
維
新

の
よ
う
に
、
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
中

堅
の
力
を
信
用
し
て
、
も
っ
と
、

政
治
経
済
に
生
か
す
べ
き
と
き
で

は
な
い
か
。
（
文
責
）
小
野
博
正 

 

■
第
六
十
九
回 

 

三
月
十
九
日
、

出
席
四
名
。
第
四

十
六
章
パ
リ
市
の

記
五
。 

 

フ
ォ
ン
テ
ン
ブ

ロ
ー
宮
、
建
築
学

校
、
鉱
山
学
校
、

レ
キ
セ
ン
ブ
ル
ー

王
宮
、
フ
ラ
ン
ス

銀
行
を
訪
問
。 

 

フ
ラ
ン
ス
銀
行

に
つ
い
て
は
、
ベ

ル
リ
ン
留
学
を
中
断
し
て
パ
リ
を

訪
れ
て
い
た
青
木
周
蔵
が
「
フ
ラ

ン
ス
銀
行
は
（
普
仏
戦
争
敗
戦
に

伴
う
）
ド
イ
ツ
へ
の
賠
償
金
支
払

い
で
金
庫
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い

る
の
で
訪
問
に
値
し
な
い
」
と
疑

問
を
呈
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
訪

問
し
た
だ
け
に
、
銀
行
業
務
の
実

際
に
つ
い
て
細
か
な
記
述
が
あ

り
、
使
節
団
の
意
欲
が
窺
え
る
。

な
お
、
英
文
注
記
に
よ
れ
ば
、
こ

の
間
使
節
団
と
し
て
は
珍
し
く
学

者
（
統
計
の
権
威
モ
ー
リ
ス
・
ブ

ロ
ッ
ク
教
授
）
を
訪
問
し
て
い
た

由
。 

 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
岩
崎
洋
三 

■
第
七
十
回 

 

四
月
十
六
日
、
出
席
六
名
。
第

四
十
七
章
パ
リ
市
の
記
六
。 

 

コ
ブ
ラ
ン
製
造
場
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
製
造
場
、
天
文
台
、
裁
判

所
、
牢
獄
、
羅
紗
織
場
を
見
学
。 

 

久
米
は
、
コ
ブ
ラ
ン
織
を
セ
ー

ブ
ル
磁
器
と
並
ぶ
パ
リ
の
二
大
美

と
し
て
い
る
が
、
職
人
芸
の
継
承

の
難
し
さ
に
言
及
し
て
い
る
の
は

先
見
の
明
が
あ
る
。
天
文
台
見
学

の
部
分
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
精
密
な

学
問
で
は
他
国
を
リ
ー
ド
し
て
い

る
と
持
ち
上
げ
、
久
米
は
フ
ー

コ
ー
に
よ
る
望
日
鏡
発
明
の
年
を

一
八
六
九
年
と
し
て
い
る
が
、

フ
ー
コ
ー
の
他
界
は
一
八
六
八
年

と
英
訳
注
記
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
裁
判
所
見
学
部
分
で
久
米
は

「
陪
審
員
が
い
て
」
と
記
述
し
て

い
る
の
を
、
英
文
注
記
は
「
フ
ラ

ン
ス
の
法
廷
に
陪
審
員
が
い
た
か

ど
う
か
疑
問
。
久
米
は
弁
護
士
と

陪
審
員
を
混
同
し
て
い
る
。
」
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
お
雇
い
外

国
人
で
「
日
本
近
代
法
の
父
」
と

言
わ
れ
た
仏
人
法
学
者
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
に
よ
る
治
罪
法
草
案
に

「
重
罪
事
件
ヲ
裁
判
ス
ル
ニ
陪
審

官
ヲ
設
ケ
」
と
あ
り
、
久
米
の
方

が
正
し
い
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
岩
崎
洋
三 

■
第
七
十
一
回 

 

五
月
二
十
一
日
、
出
席
五
名
。 

第
四
十
八
章
パ
リ
市
の
記
七
。 

 

本
章
で
の
日
程
は
使
節
団
パ
リ

滞
在
期
間
の
約
半
分
を
占
め
る
。

一
行
は
ク
リ
ス
ト
フ
ル
金
属
細
工

会
社
、
官
立
聾
盲
両
院
、
動
物

園
、
香
水
工
場
、
ブ
ロ
ゴ
ー
ニ
ユ

の
森
、
薬
莢
工
場
を
訪
れ
、
更
に

ミ
ュ
ザ
仏
外
相
と
日
仏
条
約
改
正

に
関
し
て
協
議
し
、
経
済
学
者

モ
ー
リ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
教
授
と
懇

談
、
仏
国
新
教
代
表
と
も
面
会
し

た
り
、
又
仏
政
府
代
表
を
招
宴

し
、
テ
イ
エ
ー
ル
大
統
領
主
催
晩

餐
会
に
も
招
か
れ
て
い
る
。 

 

久
米
は
英
仏
工
業
の
対
比
、
欧

州
人
の
自
主
独
立
の
気
風
、
日
本

の
象
眼
、
七
宝
細
工
、
優
れ
た
和

紙
の
製
造
、
盲
人
女
性
の
「
玲
瓏

縹
渺
」
と
し
た
神
か
ら
授
か
っ
た

歌
声
な
ど
に
言
及
、
特
に
、
煤
煙

都
市
倫
敦
と
「
緑
陰
清
風
の
麗

都
」
巴
里
に
象
徴
さ
れ
る
機
械
重

視
の
イ
ギ
リ
ス
、
人
力
と
機
械
が

調
和
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
両
国
工
業

経
営
の
特
徴
を
適
確
に
洞
察
し
て

い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
文
責)

岡
部
國
雄 

■
第
七
十
二
回 

 

六
月
十
八
日
、
出
席
七
名
。
第

四
十
九
章
ベ
ル
ギ
ー
国
総
説
。 

 

交
代
で
本
文
を
約
二
頁
ず
つ
朗

読
。
英
訳
者
が
付
け
たN

ot
e
s
 
1

～

1
6

の
和
訳
を
紹
介
、
英
訳
に
つ
い

て
の
疑
問
点
、
問
題
点
数
箇
所
を

指
摘
。
さ
ら
に
、No

t
e
s

に
引
用
さ

れ
て
い
るI

an
 
Ni
sh

編
、
「T

h
e 

I
w
a
k
u
ra

 
M
i
ss
i
on

 
i
n
 
Am
er
i
c
a 

a
n
d
 
Eu
r
o
pe

」
の
第
四
章
ベ
ル

ギ
ー
の
該
当
部
分
の
原
文
（V

a
n 

d
e
 
W
al
l
e

著
）
お
よ
びWi

ll
i
a
m 

M
u
i
r
h
ea
d

著
「
地
理
全
誌
」
の
和

訳
の
該
当
部
分
の
コ
ピ
ー
を
資
料

と
し
て
添
付
配
布
し
た
。 

 

な
お
、
当
日
疑
問
の
ま
ま
で

あ
っ
た
「N

ot
e
 
1
2.

 

第
四
十
一

章
、N

ot
e
 
7

参
照
」
の
内
容
が
本

文
に
マ
ッ
チ
し
な
い
事
に
つ
い
て

は
、
後
日
「No

t
e
 
7

」
は
「N

o
t
e 

8

」
の
書
き
間
違
い
で
あ
ろ
う
と
の

推
測
を
メ
ー
ル
で
報
告
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
三
原
浩 

英訳実記を読む会報告 
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■
第
百
二
十
七

回 

 

三

月

十

二

日
、
出
席
者
十

名
、
第
七
十
九

巻
・
墺
太
利
国

ノ
総
説
。 

 
当
地
は
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国

と
い
う
二
重
帝

国
で
あ
っ
た
。

教

育

が

普

及

し
、
各
地
に
大
学
も
あ
る
が
、
官

僚
制
度
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
時

代
で
、
言
語
教
育
が
大
変
む
ず
か

し
い
問
題
で
あ
っ
た
。 

 

経
済
問
題
で
は
、
一
八
四
八
年

の
三
月
革
命
の

中
の
農
民
開
放

令
に
よ
っ
て
農
民
が
都
市
に
集
ま

り
、
産
業
革
命
が
お
き
た
後
だ
っ

た
。
し
か
し
そ
れ
は
ウ
イ
ー
ン
の

周
辺
と
ボ
ヘ
ミ
ア
州
と
メ
ー
レ
ン

州
に
限
ら
れ
て
い
た
。 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
歴
史
は
神
聖

ロ
ー
マ
皇
帝
を
長
年
受
け
継
い
だ

ハ
ッ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
歴
史
と
い

え
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
七
四
八

年
の
王
位
継
承
戦
で
シ
レ
ジ
ア
地

方
を
プ
ロ
イ
セ
ン
に
略
奪
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍

の
出
し
方
の
早
さ
に
驚
き
、
マ
リ

ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
国
の
近
代
化
、

官
僚
制
、
国
軍
を
持
つ
こ
と
の
重

要
性
に
気
付
い
た
。
シ
レ
ジ
ア
は

ド
イ
ツ
人
の
住
む
と
こ
ろ
で
地
下

資
源
、
農
地
を
共
に
持
ち
ボ
ヘ
ミ

ア
に
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
彼
女
と
息
子
ヨ
ー
ゼ
フ
Ⅱ
世

は
改
革
に
着
手
し
た
が
、
性
急
過

ぎ
た
こ
と
と
改
革
を
執
拗
に
拒
む

国
民
性
に
よ
っ
て
成
功
し
な
か
っ

た
。

後
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
負
け

た
原
因
は
こ
の
と
き
す
で
に
あ
っ

た
と
私
は
考
え
て
し
ま
う
。 

 
 
 
 

（
報
告
者
）
金
本
君
子 

 

■
第
百
二
十
八
回 

 

四
月
九
日
、
出
席
者
十
一
名
、

第
七
十
八
巻
・
ロ
ン
バ
ル
ジ
ー
及

び
ヴ
ェ
ネ
ツ
イ
ア
の
記
。 

 

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
英
訳

実
記
の
訳
者
が
、
こ
の
章
に
付
け

た
注
（
一
～
十
九
）
の
和
訳
を
紹

介
す
る
資
料
を
準
備
し
た
。
ま

た
、
久
米
の
原
文
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

部
分
を
出
席
者
に
交
代
で
数
行
ず

つ
朗
読
し
て
も
ら
い
、
注
の
説
明

や
カ
タ
カ
ナ
の
地
名
な
ど
の
正
し

い
ス
ペ
ル
を
紹
介
し
た
。 

 

塩
野
七
生
の
「
海
の
都
の
物

語
」
か
ら
引
用
し
た
「
ヴ
ェ
ネ
ツ

イ
ア
共
和
国
政
体
略
図
」
の
資
料

を
基
に
説
明
後
、
支
倉
常
長
に
つ

い
て
桑
名
氏
提
供
の
「
明
治
政
府

に
お
け
る
慶
長
遣
欧
使
節
の
認
識

過
程
」
と
題
す
る
佐
々
木
和
博
氏

の
労
作
、
そ
の
他
を
参
考
に
作
成

し
た
資
料
「
岩
倉
具
視
に
よ
る
支

倉
常
長
の
再
発
見
」
を
紹
介
し

た
。
一
六
一
三
年
、
支
倉
一
行
は

石
巻
で
建
造
さ
れ
た
サ
ン
・
フ
ァ

ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
で
太
平
洋

を
渡
り
、
メ
キ
シ
コ
を
経
て
マ
ド

リ
ー
ド
で
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
、

ロ
ー
マ
で
は
教
皇
パ
オ
ロ
Ⅴ
世
に

謁
見
、
七
年
後
に
帰
国
し
た
が
、

派
遣
し
た
伊
達
藩
は
禁
教
令
の
た

め
、
関
連
資
料
を
明
治
に
至
る
ま

で
封
印
し
て
い
た
。
現
在
、
石
巻

市
に
は
、
実
物
大
の
サ
ン
・
フ
ァ

ン
号
が
復
元
さ
れ
て
お
り
、
金
本

さ
ん
か
ら
見
学
談
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
(

報
告
者
）
三
原
浩 

■
第
百
二
十
九
回 

 

五
月
十
四
日
、
出
席
者
七
名
、

第
八
十
巻
・
オ
ー
ス
ト
リ
ー
道
中

並
び
に
ウ
イ
ー
ン
の
総
説
。 

 
一
行
は
、
列
車
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
発
ち
、
ウ
イ
ー
ン
南
駅
に
到

着
し
た
。
ア
ル
プ
ス
山
脈
東
部
の

険
し
い
峡
谷
を
走
り
、
峠
を
越
え

る
行
程
を
地
図
で
た
ど
っ
た
。
中

で
も

大
の
難
所
セ
ン
メ
リ
ン
グ

山
塊
を
超
え
る
と
き
、
車
窓
に
展

開
す
る
急
峻
雄
大
な
風
景
を
、
久

米
は
得
意
の
美
文
の
筆
致
で
存
分

に
描
写
し
、
陶
酔
境
に
あ
る
が
如

し
。
原
文
で
実
記
を
読
み
味
わ
う

に
値
す
る
圧
巻
の
個
所
で
あ
る
。

当
時
は
時
速
六
キ
ロ
の
速
歩
程
度

の
走
行
で
、
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
記

録
で
き
た
が
、
現
在
は
、
メ
モ
を

取
る
暇
も
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ

と
。
こ
の
世
界

高
地
点
を
走
る

セ
ン
メ
リ
ン
グ
山
岳
鉄
道
は
、
わ

ず
か
六
年
で
完
成
、
使
節
団
の
十

八
年
も
前
に
開
通
し
て
い
る
。
石

積
み
の
大
規
模
な
高
架
橋
や
ト
ン

ネ
ル
は
、
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
と

調
和
し
、
優
れ
た
建
設
技
術
と
環

境
文
化
的
視
点
か
ら
、
一
九
八
八

年
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。 

 

貴
族
専
制
国
家
で
身
分
差
別
の

強
い
保
守
的
後
進
性
が
残
り
、
軍

人
の
訓
練
に
は
「
華
や
か
過
ぎ
甘

さ
が
あ
る
」
と
、
久
米
は
観
察
し

て
い
る
。
一
八
六
九
年
、
日
本
と

友
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
、
外

交
関
係
が
成
立
し
た
。
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
」
の
提
唱
に
生
涯
を

捧
げ
た
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ク
ー
デ
ン

ホ
ー
フ
・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
母
は
、

日
本
女
性
「
カ
レ
ル
ギ
ー
・
光

子
」
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 

（
報
告
者
）
橋
本
吉
信 

■
第
百
三
十
回 

 

六
月
十
一
日
、
出
席
者
十
二

名
。
第
八
十
二
巻
・
維
納
万
国
博

覧
会
見
聞
ノ
記
上
、
第
八
十
三
巻 

維
納
万
国
博
覧
会
見
聞
ノ
記
下
。 

 

上
巻
、
今
ま
で
欧
州
諸
国
を
回

覧
し
て
き
た
が
、
ま
だ
一
部
に
過

ぎ
な
い
。
幸
い
こ
の
万
博
に
出
会

い
、
は
じ
め
て
の
も
の
を
実
見

し
、
ま
た
今
ま
で
の
見
聞
を
再
確

認
し
、
『
実
記
』
を
纏
め
る
の
に

役
だ
っ
た
。
八
十
二
巻
は
こ
の
よ

う
に
書
き
は
じ
め
、
万
博
の
由

来
、
会
場
の
建
築
、
各
国
列
品
の

概
略
と
続
く
。 

 

下
巻
、
各
国
列
品
の
紹
介
。
ド

イ
ツ
は
連
邦
各
国
ご
と
に
展
示
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
出
品
物
の

種
類
は
他
を
圧
す
る
。
こ
の
両
国

は
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
、
も
の

作
り
も
よ
く
似
て
い
る
。
併
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
奢
侈
（
過
度
な

贅
沢
さ
）
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
出

品
多
く
、
地
味
だ
が
注
目
す
べ
き

も
の
が
少
な
く
な
い
。
自
然
に
忠

実
で
あ
り
な
が
ら
美
も
あ
り
、
興

隆
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
欧

州
諸
国
す
で
に
爛
熟
の
気
あ
る
な

か
で
、
「
露
国
独
リ
芳
ヲ
含
ミ

テ
、
未
タ
開
カ
サ
ル
モ
ノ
ゝ
如

シ
、
将
来
永
ク
世
界
中
ニ
畏
ル
ヘ

キ
大
国
ナ
リ
」
と
結
ん
で
い
る
。

日
本
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
好

評
、
と
く
に
漆
器
、
七
宝
、
象
眼

細
工
な
ど
は
よ
い
が
、
陶
器
、
織

物
な
ど
に
ま
だ
工
夫
を
要
す
る
。

ま
た
歌
舞
伎
役
者
の
似
顔
絵
な
ど

は
冷
や
汗
も
の
だ
と
手
厳
し
い
。 

 
 
 

（
報
告
者
）
小
林
富
士
雄 
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■
市
場
原
理
主

義
を
見
直
す 

 

昨
年
九
月
二

十
四
日
開
催
、

出

席

者

十

三

名
。 

 
折

し

も
、
米

証
券
大
手
リ
ー

マ

ン
・
ブ

ラ

ザ
ー
ズ
が
経
営

破
綻
し
た
直
後

で
、
世

界

の

金

融

業

界

に

再

編
・
淘
汰
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
真

只
中
で
の
開
催
だ
っ
た
。
現
在
な

お
、
百
年
に
一
度
と
も
云
わ
れ
る

大
不
況
か
ら
の
脱
出
に
悪
戦
苦
闘

が
続
き
、
議
論
は
ま
だ
新
鮮
さ
を

失
っ
て
い
な
い
。 

 

西
井
幹
事
が
十
七
項
目
の
論
点

を
提
示
し
て
順
次
説
明
を
加
え
、

そ
の
後
議
論
に
入
っ
た
。
提
示
さ

れ
た
論
点
は
「
小
泉
改
革
は
何
で

あ
っ
た
か
」
「
市
場
原
理
主
義
の

見
直
し
と
は
」
「
日
本
経
済
の
失

わ
れ
た
二
十
年
」
「
市
場
原
理
主

義
が
機
能
す
る
条
件
」
等
。 

 

小
泉
改
革
は
、
何
を
ど
う
改
革

し
よ
う
と
し
た
の
か
未
だ
に
よ
く

解
ら
な
い
。
成
長
し
た
の
は
大
企

業
と
一
部
投
機
家
の
利
益
だ
け
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
不
良
債
権
の

処
理
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高

齢
化
へ
の
対
処
、
財
政
改
革
、
道

路
公
団
、
郵
政
の
民
営
化
、
会
社

法
の
大
改
革
な
ど
色
々
あ
り
、
日

本
の
政
治
に
一
つ
の
風
を
入
れ
た

の
は
評
価
で
き
る
と
し
て
も
、
格

差
は
拡
大
し
、
企
業
家
の
身
勝
手

さ
を
助
長
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
手
厳
し
い
意
見
が
出
さ

れ
た
。 

 

ま
た
、
「
明
治
以
降
の
日
本
の

市
場
経
済
」
の
変
遷
に
つ
い
て
、

欧
米
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
、
近

現
代
経
済
通
史
概
説
と
で
も
い
う

べ
き
説
明
・
論
評
は
興
味
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
経
済
危
機

の
元
凶
は
、
規
律
な
き
自
由
の
暴

走
、
真
の
市
場
主
義
が
禁
欲
的
節

度
を
失
っ
た
結
果
の
暗
転
で
あ
っ

た
。
市
場
経
済
原
理
主
義
を
標
榜

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
は
、
今
や
大

き
な
政
府
に
転
換
、
巨
額
な
財
政

出
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
状

態
に
あ
り
、
国
家
を
も
揺
る
が
す

危
機
的
状
況
に
あ
る
。 

 

日
本
に
つ
い
て
の
西
井
氏
の
ま

と
め
は
「
中
央
集
権
体
制
の
打

破
」
と
「
道
州
制
地
域
主
権
と
観

光
立
国
の
進
め
」
で
あ
っ
た
が
、

討
論
の
焦
点
は
、
サ
ブ
・
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金

融
経
済
の
混
乱
が
続
く
ア
メ
リ

カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
そ
し
て
日
本

に
つ
い
て
今
後
の
展
開
の
方
向
と

な
っ
た
。
正
に
解
の
な
い
テ
ー
マ

で
あ
る
が
、
現
未
来
部
会
ら
し
い

会
合
で
あ
っ
た
。 

 

■
経
済
人
か
ら
見
た
日
本
国
憲
法 

 

二
月
二
十
五
日
開
催
、
出
席
者

十
四
名
。
講
師
は
高
坂
節
三
氏
。 

 

高
坂
氏
は
、
伊
藤
忠
商
事
の
常

務
取
締
役
・
栗
田
工
業
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
た
生
粋
の
経
済
人
な

が
ら
、
父
は
哲
学
者
・
正
顕
、
兄

は
政
治
学
者
・
正
尭
と
い
う
学
者

家
系
。 

 

経
済
同
友
会
幹
事
、
憲
法
問
題

調
査
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
そ

の
折
調
査
・
考
察
さ
れ
た
も
の
を

ま
と
め
て
、
「
経
済
人
か
ら
み
た

日
本
国
憲
法
」
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

を
執
筆
。
「
海
外
で
の
生
活
、
ビ

ジ
ネ
ス
経
験
を
横
軸
に
、
憲
法
調

査
会
で
の
勉
強
を
縦
軸
に
す
え
て

日
本
の
抱
え
て
い
る
問
題
を
考
え

て
み
た
」
と
い
う
著
書
を
ベ
ー
ス

に
し
た
講
話
は
、
平
易
で
巧
み
な

語
り
口
で
進
め
ら
れ
、
現
役
役
員

時
代
の
幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

交
え
、
経
済
人
の
視
点
な
ら
で
は

の
興
味
あ
る
憲
法
に
関
る
諸
問
題

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

憲
法
問
題
は
、
古
く
て
新
し
い

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
改
め
て
奥
の

深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
高
坂

氏
は
、
「
私
が
も
っ
と
も
懸
念
す

る
の
は
、
日
本
人
の
自
立
性
の
欠

如
、
国
に
頼
っ
て
国
を
支
え
ず
、

と
い
う
精
神
構
造
で
あ
る
」
、

「
世
界
と
の
関
係
が
広
が
り
、
深

ま
る
一
方
、
こ
こ
ろ
の
鎖
国
状
態

は

む

し

ろ

深

刻

に

な

っ

て

い

る
」
、
ま
た
、
「
戦
後
の
憲
法
解

釈
が
個
人
の
自
由
、
個
人
の
尊
重

の
み
を
強
調
し
す
ぎ
て
き
た
、
個

と
公
、
個
人
と
国
家
の
関
係
を
、

日
本
の
歴
史
・
文
化
の
中
で
再
検

討
す
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
」

と
幾
つ
か
注
目
す
べ
き
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
著
書
を
、
是
非
ご
一

読
さ
れ
た
い
。 

 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
田
仁
彦 

■
高
福
祉
国
家
の
実
像
―
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
か
ら
日
本
の
未
来
を
考
え
る 

 

六
月
二
十
六
日
開
催
、
十
六
名

出
席
。
藤
井
威
元
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
使
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

福
祉
政
策
を
中
心
に
大
変
示
唆
に

含
む
話
を
聞
い
た
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
福
祉
国
家

へ
の
道
は
、
一
九
六
〇
年
の
高
福

祉
ビ
ジ
ョ
ン
「
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る
社
会
を
作
る
こ
と
」
に
始
ま

る
。
こ
の
頃
か
ら
、
国
家
の
目
標

と
し
て
、
成
長
を
追
及
す
る
の
で

は
な
く
、
国
民
生
活
の
充
実
を
目

指
す
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い

る
。
以
来
、
税
・
社
会
料
負
担
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
六
〇
年
の
二
六
．

九
％
（
ち
な
み
に
こ
れ
は
、
二
〇

〇
六
年
の
日
本
の
数
値
二
六
．

四
％
と
ほ
ぼ
同
じ
）
か
ら
、
年
々

増
え
、
六
八
年
四
〇
．
三
％
、
七

七
年
五
〇
．
九
％
と
な
っ
た
。
付

加
価
値
税
は
、
六
〇
年
の
四
．

二
％
か
ら
、
六
六
年
に
一
〇
％
、

七
一
年
に
一
七
．
六
五
％
と
引
き

上
げ
ら
れ
た
。 

 

何
故
、
こ
の
よ
う
な
高
負
担
が

可
能
で
あ
っ
た
か
。
一
言
で
い
う

と
、
こ
の
負
担
に
伴
っ
て
、
介

護
・
保
険
等
へ
の
国
家
給
付
が
大

変
充
実
し
、
国
民
の
「
受
益
感

覚
」
に
訴
え
る
こ
と
に
成
功
し
た

か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
偉
大
な
首

相
、
ハ
ン
ソ
ン
（
一
九
三
二
年
～

四
六
年
）
、
エ
ラ
ン
デ
ル
（
一
九

四
七
年
～
六
九
年
）
の
貢
献
も
大

き
い
。
そ
の
後
も
、
「
子
供
が
生

ま
れ
な
い
と
経
済
は
成
長
し
な

い
」
と
の
考
え
の
下
に
、
児
童
手

当
、
住
宅
手
当
、
育
児
休
暇
な
ど

大
変
手
厚
い
政
策
に
よ
り
、
一
時

一
．
六
一
（
一
九
八
三
年
）
ま
で

落
ち
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
二
〇
〇
七
年

一
．
九
一
ま
で
回
復
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
育
児
政
策
も
、
た
く

さ
ん
子
供
を
持
つ
ほ
ど
、
税
制
上

有
利
と
な
る
仕
組
み
に
よ
り
、
一

九
九
二
年
に
一
．
六
五
ま
で
落
ち

込
ん
だ
数
字
が
、
二
〇
〇
八
年
に

は
二
．
二
に
ま
で
回
復
し
て
い

る
。 

 

日
本
に
お
い
て
も
、
税
を
引
き

上
げ
、
国
民
に
納
得
し
て
も
ら
え

る
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
少

子
化
を
防
ぎ
う
る
と
い
う
の
が
、

藤
井
元
大
使
の
意
見
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
う
ま
く
い
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
今
の
日
本
の
政
治
状
況
で

は
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
多

く
の
参
加
者
の
感
慨
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
塚
本
弘  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現未来部会報告 

連絡 塚本 弘 
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編
集
後
記 

◇
例
年
、
年
度
第
一
回
目
の
号

は
、
決
算
書
類
な
ど
総
会
配
布
資

料
が
二
～
五
頁
の
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
今
号
も
そ
の
予
定
で

い
ま
し
た
が
、
部
会
報
告
が
多
数

あ
り
、
総
会
配
布
資
料
の
四
つ
の

表
を
別
刷
り
に
し
て
記
事
面
を

確
保
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
実

記
を
読
む
会
、
英
訳
実
記
を
読
む

会
と
歴
史
部
会
は
そ
れ
ぞ
れ
四

回
、
現
未
来
部
会
は
三
回
の
部
会

報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
常
は
次
号
掲
載
と
な
る
開
催

日
の
回
も
ほ
ぼ
報
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

◇
現
未
来
部
会
報
告
（
七
頁
）
で

は
、
昨
年
九
月
開
催
の
回
を
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
掲
載
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
部
会
と
の
連
絡
・
確
認
の

際
に
抜
け
て
い
た
結
果
で
、
指
摘

さ
れ
る
ま
で
気
が
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。 

◇
全
て
の
催
事
、
部
会
な
ど
の
開

催
日
程
な
ど
を
少
人
数
の
事
務

局
が
完
全
に
掌
握
す
る
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
や

メ
ー
ル
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
開

催
案
内
な
ど
の
間
違
い
や
抜
け

に
気
が
つ
い
た
方
は
、
細
か
な
こ

と
で
も
遠
慮
な
く
事
務
局
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
会
員
の
自

主
的
な
活
動
に
よ
っ
て
成
立
し

て
い
る
当
会
の
運
営
は
、
全
員
の

参
加
意
識
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

＜催し案内＞ 

2009年7月～10月の予定です 

☆７月全体例会 
  日 時：7月19日（日） 13:30～ 

      会務報告  13:30～14:30 

      講 演   14:45～17:00 

      懇親会   17:30～19:30 

 テーマ：伊藤博文の考えた国のかたち 

         ―没後１００年を記念して               

 ゲスト：瀧井一博 氏  

 場 所：国際文化会館講堂 03-3470-4611 

     懇親会 華珍楼   03-3588-6255 

 会 費：例 会 2,000円 

     懇親会  5,000円 

☆実記を読む会 

  日 時： 7月 9日（木） 18:30～21:00 

      9月10日（木） 18:30～21:00 

     10月 8日（木） 18:30～21:00 

     11月12日（木） 18:30～21:00 

 場 所：国際文化会館  

 会 費：1,000円  

☆英訳実記を読む会 

  日 時： 7月16日（木） 18:30～21:00 

      9月17日（木） 18:30～21:00 

     10月15日（木） 18:30～21:00 

  場 所：国際文化会館 

 会 費：1,000円  

☆グローバルジャパン研究会 

  日 時： 8月28日（金） 18:30～21:00 

  場 所：国際文化会館 

 グローバルジャパン研究会では、2008年度の十回に

わたる研究会の内容を、このたびＡ４版106ページの報

告書（内部資料）としてまとめました。当日は、それ

をベースに今後の研究会の進め方について討議する予

定です。申込み、問い合わせは事務局（小松）まで。 

☆関西支部 

 日 時：7月11日（土） 13:30～16:30 

 テーマ：例会 

 場 所：大阪弥生会館 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさ

に「温故知新」の宝庫といえましょう。 

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直

面する諸問題についても自由に語り合う会

です。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来部会等が

あり、映像サロン・旅行会・研究会・シンポジ

ウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員

の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 

       〒112-0006  

       東京都文京区小日向 2-26-3 山田方 

 E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

 TEL:080-6612-1101 FAX:043-238-6690 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります 

http//www.iwakura-mission.jp 
＊お知らせ欄も時々チェックしてください 
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平成２０年度（2008年度） 会計収支計算書 

平成２０年度（2008年度） 会計貸借対照表 

（単位：円）  

平成２０年度 

特定非営利活動にかかる事業 

会計収支計算書  

平成２０年４月１日から 

平成２１年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会  

科　　　　　　目

Ⅰ　資産の部

　　１　流動資産

　　　　現　　金　・　預　　金 4,491,834

　　　　流　動　資　産　合　計 4,491,834

　　２　固定資産

　　　　固　定　資　産　合　計

　資産合計 4,491,834

Ⅱ　負債の部

　　１　流動負債 1,000,000

　　　　流　動　負　債　合　計 1,000,000

　　２　固定負債

　　　　固　定　負　債　合　計

　　負債合計 1,000,000

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 703,322

　　　当期正味財産増減額 2,788,512

　　正味財産合計 3,491,834

　　負債及び正味財産合計 4,491,834

金　　　　　　額

科　　　　　　目

 Ⅰ　収入の部

 　１　会費・入会金収入
 　　　　入会金収入 55,000
 　　　　会費収入 900,000 955,000

 　２　事業収入
 　　　　講演会等事業収入 1,451,000 1,451,000
 　　　　(部会活動収入を含む)

 　３　特別賛助金 2,839,000 2,839,000

 　４　その他収入
書籍、資料等販売手数料 684,000

 　　　利息収入他 3,992 687,992
 

 　　当期収入合計（Ａ） 5,932,992
 　　前期繰越収支差額 703,322

 　収　入　合　計（Ｂ） 6,636,314

 Ⅱ　支出の部

 　１　事業費
     (1)　講演会等事業費 1,292,078
     (2)　会報発行事業費 408,195 1,700,273
 　　　　　（印刷費） （246,475）
　　　　　 （郵送費） （161,720）

 　２　管理費
 　　　　電話・通信費 191,725
 　　　　会議費 115,110
　　　　 事務費 395,201
 　　　  人件費 601,680 1,303,716

 　３　その他
　　　　　慶弔費 100,000
　　　　　バーチャルオフィス 40,491 140,491
　
 
　当期支出合計（Ｃ） 3,144,480

　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 2,788,512

　次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 3,491,834

金　　　　　　額

（単位：円）  

平成２０年度 

特定非営利活動にかかる事業 

会計貸借対照表  

平成２１年３月３１日現在 

 

特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会  



米欧亜回覧ニュース（別紙） 2009年（平成21年）7月10日 （2） （印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

平成２１年度（2009年度） 事業計画書 

事業名 事　業　内　容 実施予定日時 実施予定場所 従事者の予定人数
受益対象者の範囲
及び予定人数

支出見込み額
（千円）

講演会 講演会年3回 　4月、7月、　10月、1月 日本プレスセンター
他

各回8名 一般市民 1,400
交流・交歓会年1回 講演会(各回)80

名　交流会90名

部会活動 　研究及び啓発活動 部会により、毎月又は年4
回

国際文化会館他 各回3名 一般市民 600
　各回25名

会報(ニュース)発行 会の活動に関する会報の発
行に

季刊(年4回) 3名 一般市民 500
より研究・啓発を行う 　各号800部

 注) 部会とは、「実記」を読む会、英文「実記」を読む会、歴史部会、現未来部会、国際部会、青年部会、 

    グローバルジャパン研究会、総務部会、広報メディア委員会の９部会である。  

事業実施の方針 平成２１年度は、事業の中心を講演、部会活動、会報(ニュース)発行の3本柱とする。 

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで 

特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会  

平成２１年度 特定非営利活動にかかる事業 会計収支予算書 

科　　　　　　目

 Ⅰ　収入の部

 　１　会費・入会金収入

 　　　　入会金収入 70,000
 　　　　会費収入 900,000 970,000

 　２　事業収入

 　　　　講演会等事業収入 1,500,000
 　　　　部会活動事業収入 600,000 2,100,000

 　３　補助金等収入

 　　　　地方公共団体補助金収入

 　　　　民間助成金収入  

 　４　寄付金収入

 　５　基本金運用収入  
 　　　　基本金利息収入

 
 　　当期収入合計（Ａ） 3,070,000
 
     前期繰越収支差額 3,491,834

 
収　入　合　計（Ｂ） 6,561,834

 Ⅱ　支出の部

 　１　事業費

 　　　　講演会等事業費 1,400,000
 　　　　部会活動費 600,000 2,000,000
  　２　会報事業費

 　　　　印刷費 300,000
　　　　 郵送費 200,000 500,000

 　３　事務費

 　　　　電話通信費 300,000
 　　　　会議費 150,000
 　　　　事務費 600,000
　　　　 人件費 750,000 1,800,000

 　当期支出合計（Ｃ）  4,300,000
 

 　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） △1,230,000

 次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 2,261,834

金　　　　　　額

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで 

特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会  （単位：円）  


